
　当院では退院後の臍トラブルで受診するケースが増加していた。そこで臍処置方法が退
院後の臍の状態に及ぼす影響を明確にすることを目的として研究に取り組んだ。研究方
法は当院出生の新生児86名の入院中・生後２週間・生後１か月の受診時に臍の状態確認と，
母親への問診による追跡調査を行った。調査の結果①母親の臍処置への不安・恐怖のため
乾燥までに至らなかったこと②臍切断の長さが統一できず，消毒綿棒が太かったため処置
が不十分だったこと③保育器管理や光線療法を行う児に臍トラブルが多かったことが分か
った。
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